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　【　2017ユース世界選手権　】

2017年8月8日～8月20日　ｼﾞｮｰｼﾞｱ・ﾄﾋﾞﾘｼ

試　合　結　果　報　告 8 月 11 日 （ 金 ）

Ｊ  Ｐ  Ｎ ＶＳ  GER(ﾄﾞｲﾂ）

9 前半 22

18 合計 34

個人得点 戦評

名前 合計 予選ﾘｰｸﾞ3戦目はﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ大国ﾄﾞｲﾂが相手。NO.5
部井久,No.13矢野、NO.24蔦屋3名の選手変更を行
い、攻守の選択肢を増やした日本。開始早々No.5
部井久のﾐﾄﾞﾙが決まる。ﾃﾞｨﾌｪﾝｽでもｺﾞｰﾙ前に密
集をかけてﾄﾞｲﾂに単純な突破をさせない互角の展
開に持ち込む。しかしﾄﾞｲﾂは攻撃の狙いをｱｳﾄｻｲﾄﾞ
へ徹底する。日本のﾃﾞｨﾌｪﾝｽ陣をｺﾞｰﾙ前中央に集
めた後、両ｳｲﾝｸﾞにﾎﾞｰﾙを散らして弱点を突く攻撃
を展開。ここをしのぎたかった日本だが立て続けに
ｳｲﾝｸﾞｼｭｰﾄを叩き込まれると、嫌なﾑｰﾄﾞが攻撃にも
伝染。ﾐｽからのﾀｰﾝｵｰﾊﾞｰで次々とﾉｰﾏｰｸｼｭｰﾄを
浴び5連続失点と一気にﾘｰﾄﾞを許す。なんとか打開
策を見出したい日本だが、その後も10分間ﾉｰｺﾞｰﾙ
と厳しい状況へ追い込まれる。再び9連続失点して
しまい、9-22で前半終了。
　「戦術よりも戦う姿勢」そんな言葉がﾛｯｶｰﾙｰﾑに
響いた後、13点差を追う日本の後半戦が始まった。
出だしからﾌｯﾄﾜｰｸ良く相手のｵﾌｪﾝｽをはじき返して
ﾀｰﾝﾉｰﾊﾞｰを量産。
ようやく持ち味の「人数をかけた1次、2次速攻」が
出始める。No.9村木、No.7徳田らが立て続けにｺﾞｰ
ﾙを決めて3連取と追い上げﾑｰﾄﾞに。すかさずﾄﾞｲﾂ
はｾｰﾌﾃｲﾌｧｰｽﾄでﾀｲﾑｱｳﾄを要求。日本は良い流
れを何とか維持したかったが、落着きを取り戻した
ﾄﾞｲﾂに再びｹﾞｰﾑを支配される。精神的に厳しい状
態でのｹﾞｰﾑとなったが、次戦以降を考え、全員が
集中力を切らさず戦いきった点は評価に値する。34
対18と大差はついたが、試合終了のﾎｲｯｽﾙがなっ
た瞬間から次のﾁﾘ戦へ向けての準備はすでに始
まっている。

合計 18

高野　颯太 0

2

部井久ｱﾀﾞﾑ勇樹 5

服部　將成 0

末岡　巧美 0

阿部　奎太

徳田　廉之助 5

村木　幸輝 2

山田　翔騎 1

堀田　陽大 0

矢野　世人 2

寺島　健太 1

　中村　光 0

0

本田　悠也 0

蔦屋　大雅 0

川崎　駿 0

報告記入者　： 吉村　晃

戸井　凱音 0

0
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